
数学的に考える資質・能力を育成する
学習指導と評価（2）

－指導と評価の一体化を目指した
｢一次関数｣の実践－

藤原 大樹（お茶の水女子大学附属中学校）

大谷 実（金沢大学大学院）

野口千津子（ときがわ町立都幾川中学校）

水谷 尚人（国立教育政策研究所）

第103回全国算数・数学教育研究（埼玉）大会 当日発表資料
令和３年８月22日（土）14：40～15：20 ※発表要旨集p.314

当日資料
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ



当日資料

1．研究の背景と目的，方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

2．新CSの「数学的に考える資質・能力」と評価の観点の趣旨 ・・・・ 2

3．単元の構想 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（1）単元の目標と評価規準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（2）単元の計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
2
3

4．単元の学習活動・学習指導と学習評価（3つの相） ・・・・・・・・・・ 6

5．観点別評価の実施上の留意点と実現の可能性 ・・・・・・・・・・・
（1）観点「知識・技能」に関する事例 ・・・・・・・・・・・・・・

①主に知識の評価に関して ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ⅰ）学習指導と評価の実践 ⅱ）実践の考察

②主に技能の評価に関して ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ⅰ）学習指導と評価の実践 ⅱ）実践の考察

（2）観点「思考・判断・表現」に関する事例 ・・・・・・・・・・・
ⅰ）学習指導と評価の実践 ⅱ）実践の考察

（3）観点「主体的に学習に取り組む態度」に関する事例 ・・・・・・
①授業直後の学習感想を基に評価する事例 ・・・・・・・・・・・・

ⅰ）学習指導と評価の実践 ⅱ）実践の考察
②小単元ごとの振り返りを基に評価する事例 ・・・・・・・・・・・

ⅰ）学習指導と評価の実践 ⅱ）実践の考察

7
7
7

9

11

15
15

17

6．研究の成果と今後の課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

付記 引用・参考文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19
2

当日資料
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の「３つの相」



研究の目的・方法

• 本研究の目的

指導と評価の一体化を重視して単元指導と評価を実践し，
観点別学習状況の評価の実施上の留意点と一般校での実施
可能性について示唆を得ること

• 本研究の方法

（1）単元の決定，単元の学習指導と評価の計画立案

（2）評価結果の記録の評価問題や評価シートの作成

（3）単元の指導と評価の実施，カメラ等での記録

（4）特徴的な場面に焦点を当てた考察
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単元の評価規準と小単元，単元

表１ 単元の評価規準 表２ 小単元の構成
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【知識・技能】
①一次関数について理解している．
②事象の中には一次関数として捉えられるものがある

ことを知っている．
③二元一次方程式を関数を表す式とみることができる．
④変化の割合やグラフの傾きの意味を理解している．
⑤一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，処理した

りすることができる．

【思考・判断・表現】
①一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する
ことができる．

②一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができ
る．

【主体的に学習に取り組む態度】
①一次関数について考えようとしている．
②一次関数について学んだことを生活や学習に生かそうとしている．
③一次関数を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しよ

うとしている．

小単元（時） 学習内容の概要
[小単元1] (2)

一次関数と
出合う

現実的な事象における一次関
数の存在を知り，一次関数の
意味を理解する．

[小単元2] (9)
一次関数に
ついて深める

具体的な事象から一旦切り離
して，数学的な事象一次関数
の特徴（表，式，グラフ）を
理解する．数学的な事象の考
察を通して，一次関数と二元
一次方程式の関連について理
解する．

[小単元3] (5)
一次関数を

使う

一次関数とみなすことの意味
を理解し，問題解決に活用し
説明する．

単元のまとめ(1) 様々な問題に取り組み，自ら
の学習状況を把握する．一次
関数を用いて問題解決するた
めの方法を自覚化する．
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指導と評価の過程を捉える３つの相
• 【第1相】

資質・能力を獲得
することの意味や
よさについて，教
師が積極的に関わ
るなどして指導す
る．
（生徒が資質・能
力の意味がわかっ
たりよさを感得し
たりできるように
する.）
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• 【第2相】
第1相の指導で育成した資
質・能力を生徒が発揮でき
るかを教師が評価し，その
状況などに応じて教師が個
別的，間接的な関わり，必
要な指導を加える．
（身に付けた資質・能力を
発揮することに対して生徒
が自信をもてるようにす
る.）

• 【第3相】
第1，2相の指導で育
成した資質・能力を
生徒が発揮できるか
を教師が評価し，記
録する．必要であれ
ば指導を補う．

藤原大樹・板垣章子・大谷実・野口千津子・水谷尚人（2020）.数学的に考える資質・能力を育成する学習指導と評価(1)－
「指導と評価の一体化」に向けた3つの相による捉え－．全国算数・数学教育研究（茨城）大会論文要旨集．102．p.215．



指導 評価・指導 評価・記録
/指導

【種】

種蒔き

必要性と意味を
指導する。
→意味の習得と
価値・よさの

感得へ

【発芽・伸長】

水遣り・観察

指導したことを用いられ
ているかを評価し，その
後の指導に活かす。
→活用する自信へ

【開花・結実・活着】

鑑賞・記録

よいときを評価し，
記録する。（指導も）
→自ら発展・探究へ

学習評価は教育活動の1つである。 7

やってみ
たいな…

できる
かな…

できた！
次は…
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思考・判断・表現

• ｢一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる｣（思②）

• ｢いえる｣｢いえない｣の意見対立による合意形成．｢厳密には一次関数とはいえな
いが，値それぞれには実験や概数化にともなう誤差が含まれると認められた場合，
目的に応じて一次関数とみなすことができる｣という考えが認められていった．
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【第1相】

第14時

意味・よさ



思考・判断・表現

• ｢一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる｣（思②）

• 第14時で理解した知識を用いて解決しようとしているかを机間指導を通して評価
し，用語｢変化の割合｣を用いて表現すること，式やグラフなど数学的な根拠を明
示することなどについて必要に応じて助言したり問いかけたりしていった．多く
の班が，座標平面上に点を取り，一直線上に並ぶかどうかを調べていっていた．
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【第2相】

第15,16時

発揮できるか



思考・判断・表現

10

【第3相】小テスト

• ｢努力を要する｣状況（C）の生徒には，
｢おおむね満足できる｣状況（B）にす
るための助言を生徒の解答の隣に赤ペ
ンで書き加えて返却した．

• また，小テストの返却の際には，採点
基準や｢十分満足できる｣状況（A）の
例を板書して生徒に伝え，よりよい思
考や表現に改善できるようにした．

｢一次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現することができる｣（思②）

当日資料
pp.12-13



思考・判断・表現

11

【第3相】小テスト
当日資料

pp.12-13

発揮できたか



思考・判断・表現

12

グラフを用いて説明しているが，
x，y の意味の記述や2：10の目盛
りなど不足点があるため，｢おお
むね満足できる｣状況（B）と評価
した．

【第3相】小テスト
当日資料

pp.12-13

発揮できたか



思考・判断・表現
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【第3相】小テスト

変化の割合の計算などに粗さが見
られるが，数学的な根拠を事象と
照らし合わせて精緻に表現しよう
とする様子が伺えるため，｢十分
満足できる｣状況（A）と評価した．

当日資料
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発揮できたか



思考・判断・表現
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（補正）定期テスト

座標平面上に示された5点すべてを考慮して（元の長さは考慮せず），手順
を説明している．グラフを基に説明しているが，一次関数とみなしてよい理
由までは言及していないので，｢おおむね満足できる｣状況（B）と評価した．

当日資料
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発揮できたか



思考・判断・表現

15

x＝50の点を外れ値と考えて変域を意識し，点（0，8）を取り，6点を用いて直線を引いてい
る．一次関数とみなしてよい理由を明記はしていないが，｢直線になるとみなしてグラフを書
く｣とあり，一次関数とみなしてよいかどうかを検討していると解釈できる．グラフのy＝14
になるxの値を読み取り｢約23cm｣と予測している．｢十分満足できる｣状況（A）と評価した．

（補正）定期テスト
当日資料

pp.13-14

発揮できたか



思考・判断・表現 考察
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• 実現可能性に関しては，一般に，記述式問題は，指導が不十分
だと白紙解答が多くなる．しかし，[第1，2相]の学習指導を基
に[第3相]の評価問題に取り組めるように関連付けたり，第3相
の評価場面と補正場面とで活動の自由度を変えて出題したりす
るなど工夫すれば，生徒は考えを表現しやすくなると考えられ
る．

• このように段階的に指導と評価を実践していくことは，生徒に
も教師にも安心感をもたらし，多くの学校で取り組みやすいの
ではないかと考える．



主体的に学習に取り組む態度

• 第1～7時では，数学的活
動を通して，具体的な事
象から取り出した2つの
数量関係を表，式，グラ
フで表したり処理したり
することが，その特徴を
調べるための方法として
大切であることを指導す
る．
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【第1相】

意味・よさ



主体的に学習に取り組む態度
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【第2相】

発揮できるか



主体的に学習に取り組む態度
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【第3相】

発揮できたか

• ノートでは活動途中の変容が後で見ても
よくわかるように，5≦x≦10の変域まで
伸ばしていた誤りのグラフを消さずに残
しているとともに，｢Best answer｣とし
て正しいグラフを新たに書き加えている．



主体的に学習に取り組む態度
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【第3相】

発揮できたか

また，学習感想には｢はじめは，普通に変域などを考えずに解
いてしまって，全く違う回答を出していた．だが，途中で，班
の人と共有して，｢○を使うべきである｣や｢x＞2yの関係｣など
に気付き，最後には本当の答えを導くことができた．協力する
ことで視点が広がり，良い学びをすることができた．｣と記述
しており，自らの学習が他者との意見交換などによって深まり
をもったものになったことが読み取れる．これらのことから，
｢十分満足できる（A）｣状況として評価し，記録に残した．



主体的に学習に取り組む態度 考察
• 授業の最後あるいは授業後に，授業での一連の取組の過程を振り返って言語

化し，エピソード記憶として自分自身の中に残していこうとする営みは，そ
の後の思考や表現を方向付けたり見通しをもったりすることにつながり，学
習活動として意義深い．

• その記述は，生徒の短いスパン（単一の授業時間）のオフライン・メタ認知
を表現したものであり，活動直後に記述したものということでオンライン・
メタ認知に極めて近いと考えられる．これを教師が学習評価のために“二次
利用”していくことは，効果性と効率性の両面において妥当であると考えら
れる．

• なお，この方法で評価する場合，教師によるノートの回収が必要である．授
業後すぐに回収するか，単元やテストの後など区切りのよい時機に回収する
かなどが考えられる．

• 今後，生徒が学習の記録をデジタルペーパー等で残すようになるなどすれば，
負担にならない範囲で教師が端末から即時的に生徒の記述を閲覧したり評価
したりし，助言等を容易に返すことができるようになろう．現状のICT活用
としては，学習評価のためだけに振り返りの記述を学習支援アプリ等で送信
提出する取組が散見されるが，「自分で考えたことがノートに残っていない
ので復習しにくい」という声が生徒から聞かれる。本末転倒にならないよう
に留意したい。
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主体的に学習に取り組む態度 考察
• 中長期的なスパンでのオフライン・メタ認知．

• 少し過去の自己（ノート）と対話しながら考えて記述．

• 生徒が記述する内容や教師からの発問の文言，生徒が
記述する文章量や時機など，シートの構成等について
は，生徒の実態に合わせて工夫することが大切．

• 毎時間の授業の後に，自らの学びを振り返って学習感
想や新たな問いを記述するような「自己評価カード」
の類いは，自己教育力の育成が叫ばれた30年ほど前か
ら現場で実践されてきており、確かな価値がある．

• 一方で教師の負担も。（検印のみで返却する事例、記
入の有無や記述量の大小を記録している事例も）生徒
によっては，“やらされ感”だけの可能性も．

• 単元末に，単元全体に知識などをマッピングして関連
図等をかく事例。単元の学習を振り返って作文やレ
ポートをかく事例も。
→「書ける子は書けるが，書けない子は書けない」状
況。家庭で覚えてから翌日の授業で書く状況も。

• 働き方改革の観点から多くの学校・教室での実現を想
定したときには，小単元程度のまとまりでの記述が適
当なのではないかと筆者らは考えている．
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研究の成果と今後の課題

• 「ⅱ）実践の考察」などで記したように，今後の学習評価の取組に
向けた示唆が得られた．

• 特に，学習指導と評価の過程を第1～3相で単純化して捉えることは，
指導と評価を一体的に実践していく上で有効．

【第1相】 【第2相】 【第3相】

• 他校での実施・検証，｢一次関数｣以外の単元での実施・検証，デジ
タル化を視野に入れた実施・検証が今後の課題として挙げられる．
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発揮できたか発揮できるか

（資質・能力を獲得することの）
意味・よさ



研究の目的

• 本研究は，以下のメンバーで議論して実施し，考察したことを，
筆者らがまとめたものである．

板垣章子 （千葉県立川戸中学校）

大田誠 （山口県教育庁）

大谷実 （金沢大学大学院）

清水宏幸 （山梨大学）

野口千津子（ときがわ町立都幾川中学校）

藤原大樹 （お茶の水女子大学附属中学校）

水谷尚人 （国立教育政策研究所）
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数学的に考える資質・能力を育成する
学習指導と評価（2）

－指導と評価の一体化を目指した
｢一次関数｣の実践－

藤原 大樹（お茶の水女子大学附属中学校）

大谷 実（金沢大学大学院）

野口千津子（ときがわ町立都幾川中学校）

水谷 尚人（国立教育政策研究所）
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中央教育審議会（２０１６）「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）補足資料」，p.7

数学的な
見方・考え方



数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。

数学的に考える資質・能力（目標）

文部科学省（2017）「中学校学習指導要領解説数学編」．p.20-21．

※数学的な見方・考え方と数学的活動に関連をもたせながら，全体として育成されることに

配慮する必要がある。

（１）知識及び技能

数量や図形などについ
ての基礎的な概念や原
理・法則などを理解す
るとともに，事象を数
学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に
表現・処理したりする
技能を身に付けるよう
にする。

（１）知識及び技能 （２）思考力，判断力，
表現力等

（３）学びに向かう力，
人間性等

数量や図形などについ
ての基礎的な概念や原
理・法則などを理解す
るとともに，事象を数
学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に
表現・処理したりする
技能を身に付けるよう
にする。

数学を活用して事象を
論理的に考察する力，
数量や図形などの性質
を見いだし統合的・発
展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して
粘り強く考え，数学を
生活や学習に生かそう
とする態度，問題解決
の過程を振り返って評
価・改善しようとする
態度を養う。

観点別学習状況の
評価の観点

「主体的に学習に
取り組む態度」

※感性や思いやりなど
を除く
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